
昨
年
５
月
、
北
極
点
か
ら
徒
歩
と
シ
U

カ

ヤ
ッ
ク
で
故
郷
の
愛
媛
県
瀬
戸
町
を
め
ざ
す

１
万
５
千
H
の
旅
「
リ
U

チ
ン
グ
ホ
U

ム
」

の
途
中
、
北
極
海
で
遭
難
し
た
冒
険
家
・
河

野
兵
市
さ
ん
の
妻
・
河
野
順
子
さ
ん
（
井
の

頭
在
住
）
が
、
一
周
忌
の
５
月
17
日
に
「
絆
　

河
野
兵
市
の
終
わ
ら
な
い
旅
と
夢
」（
河

出
書
房
新
社
）
を
出
版
し
ま
し
た
。

同
書
は
、
順
子
さ
ん
が
兵
市
さ
ん
と
出
会

っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登

頂
か
ら
14
年
に
わ
た
る
冒
険
と
、
そ
れ
を
支

え
た
家
族
の
エ
ピ
ソ
U

ド
を
綴
っ
た
も
の
。

生
前
、
三
鷹
で
行
わ
れ
た
講
演
会
で
も
、
夢

を
追
い
続
け
る
こ
と
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気

の
大
切
さ
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
河
野
さ

ん
。「
河
野
兵
市
の
生
き
た
姿
が
こ
の
本
の

中
で
再
び
生
き
、
河
野
兵
市
の
言
葉
が
、今
、

生
き
て
い
る
人
た
ち
に
幸
福
や
力
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
祈
り
な
が
ら
綴
り
ま

し
た
」
と
順
子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

最
後
の
旅
と
な
っ
た
「
リ
U

チ
ン
グ
ホ
U

ム
」
は
、
19
歳
で
の
自
転
車
日
本
一
周
に
始

ま
り
、南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
の
登
頂
、

リ
ヤ
カ
U

を
引
い
て
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
横
断
、

日
本
人
初
の
北
極
点
単
独
徒
歩
到
達
な
ど
数

知
れ
ぬ
冒
険
の
集
大
成
と
も
い
え
る
も
の
で

し
た
。
順
子
さ
ん
は
同
書
に
、
「
い
ず
れ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
、
私
と
子
ど
も

た
ち
で
、
こ
の
リ
U

チ
ン
グ
ホ
U

ム
の
旅
を

引
き
継
ぎ
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
」
と
書

い
て
い
ま
す
。

三
鷹
ゆ
か
り
の
作
家
・
太
宰
治
の
作
品

は
、
今
も
時
代
を
超
え
て
広
く
人
々
に
読

ま
れ
、
太
宰
に
関
す
る
研
究
・
評
論
な
ど

の
図
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
12
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た

太
宰
に
関
す
る
本
の
中
か
ら
５
点
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
「
図
説
太
宰
治
」

日
本
近
代
文
学
館

編
　
筑
摩
書
房

津
軽
・
金

木
の
家
に
生

ま
れ
て
か
ら

玉
川
上
水
で

の
死
に
至
る

ま
で
の
39
年
間
を
写
真
、
手
紙
、
肉
筆
原

稿
な
ど
の
資
料
多
数
で
紹
介
。

数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
た
太
宰
治
の

鮮
烈
な
生
涯
の
す
べ
て
に
迫
る
１
冊
。

◆
「
津
軽
・
斜
陽
の
家
〜
太
宰
治
を
生
ん

だ
「
地
主
貴
族
」
の
光
芒
」

鎌
田

著
　

祥
伝
社

太
宰
治
の

生
家
で
、
現

在
「
斜
陽
館
」

と
し
て
観
光

客
に
親
し
ま

れ
、
戦
前
は
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
津
島
家

は
、
戦
後
、
農
地
改
革
に
よ
り
没
落
し
、

豪
邸
も
手
放
す
こ
と
に
な
る
。

太
宰
治
は
生
家
に
何
を
み
て
い
た
か
。

太
宰
と
同
郷
の
著
者
が
丹
念
に
掘
り
起
こ

し
た
ル
ポ
ル
タ
U

ジ
ュ
。

◆
「
桜
桃
と
キ
リ
ス
ト
〜
も
う
一
つ
の
太

宰
治
伝
」

長
部
日
出
雄
著
　
文
芸
春
秋

「
作
家
を
主
人
公
に
し
た
評
伝
の
最
終

目
的
は
、
そ
の
原
典
に
対
す
る
興
味
を
呼

び
起
こ
す
こ

と
に
あ
る
。

太
宰
の
作
品

群
に
目
を
向

け
る
読
者
が

ふ
え
る
こ
と
が
筆
者
に
と
っ
て
至
上
の
喜

び
で
あ
る
」
と
太
宰
と
同
郷
の
直
木
賞
作

家
が
、
太
宰
の
絶
頂
期
か
ら
玉
川
上
水
で

の
心
中
ま
で
を
描
い
た
太
宰
治
評
伝
の
決

定
版
。

◆
「
ピ
カ
レ
ス
ク
〜
太
宰
治
伝
」

猪
瀬

直
樹
著
　
小
学
館

「
井
伏
さ

ん
は
悪
人
で

す
」
。
太
宰

治
の
遺
書
の

下
書
き
の
中

か
ら
、太
宰
と
長
い
間
師
弟
関
係
に
あ
り
、

後
見
人
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
井

伏
鱒
二
に
つ
い
て
衝
撃
的
な
一
句
が
見
つ

か
っ
た
。
太
宰
治
心
中
事
件
に
か
か
わ
る

遺
書
に
込
め
ら
れ
た
謎
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
・
猪
瀬
直
樹
が
迫
る
本
格
評
伝

ミ
ス
テ
リ
U

。

◆
「
斜
陽
〜
大
活
字
文
芸
選
書
」

太
宰

治
　
三
心
堂
出
版
社

太
宰
治

は
、
す
ぐ
れ

た
物
語
作
家

と
し
て
数
多

く
の
作
品
を

世
に
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
現

在
、
全
集
や
文
庫
ス
タ
イ
ル
な
ど
で
人
々

に
読
み
継
が
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
Ｂ
６

サ
イ
ズ
で
文
字
が
普
通
よ
り
大
き
く
読
み

や
す
い
大
型
活
字
本
に
よ
る
１
冊
。

※
三
鷹
図
書
館(

本
館)

と
西
部
図
書
館

は
、
６
月
３
日
Ã
〜
14
日
–
の
期
間
、
蔵

書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
こ
の
期
間

は
他
の
図
書
館(

分
館)

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

∞
三
鷹
図
書
館
ò
43
―
９
１
５
１
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国
際
基
督
教
大
学
で
、
国
の
登
録
文

化
財
・
泰
山
荘
の
保
存
を
呼
び
か
け
た

学
生
の
イ
ベ
ン
ト「
泰
山
荘
の
ゆ
ふ
べ
」

が
５
月
29
日
・
30
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
後
６
時
か
ら
茶
室

「
高
風
居
」
が
公
開
さ
れ
た
の
に
続
き
、

夕
暮
れ
の
中
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

中
庭
で
、「
和
」
の
出
し
物
を
中
心
と

し
た
パ
フ
ォ
U

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
多
く
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

富
士
山
を
望
む
野
川
沿
い
の
急
斜
面

上
に
泰
山
荘
が
建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和

10
年
代
、
旧
日
産
財
閥
の
資
産
家
に
よ

っ
て
で
し
た
。

時
代
の
流
れ
と
共
に
同
大
学
の
所
有

物
と
な
っ
た
泰
山
荘
。
現
存
す
る
６
つ

の
建
物
が
国
の
登
録
文
化
財
で
す
。
特

に
貴
重
な
の
が
坂
の
中
腹
に
あ
る
高
風

居
と
一
畳
敷
で
、
普
段
は
立
ち
入
り
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
畳
敷
は
北
海

道
の
名
付
け
親
の
探
検
家
・
松
浦
武
四

郎
が
全
国
の
古
材
を
集
め
て
明
治
19
年

に
建
て
た
書
斎
で
、
隣
接
す
る
高
風
居

は
徳
川
頼
倫
が
一
畳
敷
の
た
め
に
建
て

た
建
物
で
す
。

高
風
居
は
傷
み
が
激
し
く
、
数
年
前

か
ら
か
や
ぶ
き
屋
根
の
雨
漏
り
を
防
ぐ

た
め
、
ト
タ
ン
屋
根
で
覆
っ
て
い
る
状

態
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
を
見
て
立
ち
あ
が
っ
た

の
が
、
同
大
茶
道
部
の
有
志
５
人
、
一

昨
年
の
11
月
に
「
泰
山
荘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
足
し
、
活
動
を
開
始
し
た
の

で
す
。

大
学
の
許
可
を
取
っ
て
の
定
期
的
な

清
掃
、
寄
付
を
募
っ
て
の
障
子
や
畳
の

張
替
え
。お
か
げ
で
大
学
祭
な
ど
で
は
、

こ
の
貴
重
な
場
所
で
茶
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
U

も
茶
道
部

以
外
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
、
そ
ん
な
泰
山
荘
の

魅
力
と
可
能
性
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
行
っ
た

も
の
で
、
日
本
舞
踊

や
和
太
鼓
な
ど
10
の

学
生
団
体
に
よ
る
ス

テ
U

ジ
に
、
集
ま
っ

た
市
民
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
関
麻
衣
さ
ん

は
「
や
が
て
は
卒
業
す
る
私
た
ち
だ
け

で
は
泰
山
荘
を
守
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

大
学
・
学
生
・
同
窓
生
・
地
域
が
施
設

を
活
用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
く
。
そ
ん

な
流
れ
を
築
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

泰
山
荘
の
保
存
に
は
も
と
よ
り
大
学

側
も
苦
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
。
こ
う
し

た
学
生
の
活
動
に
応
え
て
、
来
年
度
か

ら
３
年
か
け
て
、
高
風
居
、
待
合
、
表

門
の
か
や
ぶ
き
屋
根
が
ふ
き
替
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

泰
山
荘
は
大
学
祭
な
ど
で
一
般
公
開

さ
れ
る
ほ
か
、
申
し
込
み
に
よ
り
見
学

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
く
わ
し
く
は

同
大
学
管
理
部
ò
33
―
３
０
３
０
へ
。

ま
た
、
「
泰
山
荘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
の
寄
付
を
募

っ
て
い
ま
す
。
同
大
学
広
報
セ
ン
タ
U

ò
33
―
３
０
４
１
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

５
月
19
日
発
行
の
「
広
報
み
た
か
」
12
面
「
チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
U

シ
ョ
ン
」

の
記
事
の
中
で
、
綾
戸
智
絵
さ
ん
の
記
事
に
、
誤
っ
て
秋
吉
敏
子
さ
ん
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
綾
戸
さ
ん
、
秋

吉
さ
ん
の
コ
ン
サ
U

ト
情
報
は
、
今
号

８
面
の
「
チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
U

シ

ョ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

∞
広
報
課
ò
内
線
２
１
３
３

５
月
17
日
に
第
一
小
学
校
で
、
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
２
年
間
で
、
市
立
全
小
・

中
学
校
で
行
わ
れ
る
「
学
校
・
家
庭
・
地
域

連
携
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
先
立
ち
、
昨

年
１
月
か
ら
、
４
つ
の
小
学
校
が
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
第
一
小

学
校
は
そ
の
う
ち
の
１
校
で
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が
、
３
つ
の
ク
ラ
ス
の
公
開
授
業

と
い
う
形
で
具
体
的
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
１
組
で
は
、
社
会
科
で
「
米
作
り
体

験
　
レ
ッ
ツ
ゴ
U

　
一
小
ダ
ッ
シ
ュ
村
」
の

取
り
組
み
を
発
表
。
こ
の
日
は
、
地
元
で
陸

稲
作
り
を
し
て
い
る
須
藤
さ
ん
の
自
宅
と
学

校
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
端
末
で
結
び
、
教
室
か
ら

さ
っ
そ
く
質
問
で
す
。「
お
米
づ
く
り
に
大

切
な
も
の
は
？
」「
一
番
長
く
使
っ
て
い
る

道
具
は
？
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
、

須
藤
さ
ん
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
回
答
が
返

っ
て
き
ま
す
。
学
校
と
地
域
を
結
ぶ
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
で
は
、
情
報
の
内
容
と
同
時
に
、

情
報
活
用
方
法
を
学
び
ま
す
。こ
こ
で
は
、実

際
の
畑
で
の
体
験
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
る
た

め
の
学
習
の
効
率
化
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
U

タ
イ
ム
（
総
合
的
な
学
習

の
時
間
）
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、
６
年
２
組

の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
川
上
村
〜
イ
ン
ト
ラ
掲
示

板
を
使
っ
て
〜
」。
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
掲
示
板
は
、
異
学
年
間
の
交
流
や
地

域
と
の
交
流
に
有
効
で
、
子
ど
も
た
ち
は
昼

休
み
の
時
間
に
も
書
き
込
む
な
ど
、
授
業
の

枠
を
超
え
た
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
フ
レ
ン
ド
リ
U

タ
イ
ム
に
「
そ
れ

い
け
¿
　
さ
わ
や
か
３
組
『
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
探

検
隊
』
」
に
取
り
組
ん
だ
の
は
６
年
３
組
。

Ｐ
Ｄ
Ａ
（
携
帯
情
報
端
末
）
を
片
手
に
２
人

１
組
で
取
材
で
す
。「
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に

何
を
掲
載
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
と
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の

違
い
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
な
ど
、

な
か
な
か
難
し
い
質
問
が
公
開
授
業
を
参
観

し
て
い
る
大
人
に
飛
び
出
し
ま
す
。
取
材
し

た
人
の
声
を
小
型
マ
イ
ク
で
収
録
し
、
取
材

の
模
様
も
デ
ジ
カ
メ
で
パ
チ
リ
。

こ
の
日
一
小
を
訪
れ
た
各
学
校
の
先
生
や

メ
ン
タ
U

（
地
域
協
力
者
）
は
、
公
開
授
業

の
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
各

学
校
で
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。
今
年

度
、
８
つ
の
小
中
学
校
で
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

の
構
築
が
完
了
し
、
地
域
や
家
庭
の
モ
ニ
タ

U

の
募
集
が
始
ま
る
の
は
７
月
ご
ろ
。「
学

校
が
変
わ
る
¿
　
授
業
が
変
わ
る
¿
　
地
域

が
変
わ
る
¿
」
そ
の
最
初
と
な
る
今
年
、
学

校
か
ら
目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
。
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「
終
わ
ら
な
い
旅
と
夢
」

冒
険
家
・
河
野
兵
市
さ
ん

一
周
忌
に
　
妻
・
順
子
さ
ん
が

手
記
を
出
版

「
評
伝
・
太
宰
を
読
む
」

◆
主
　
催

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

◆
協
　
賛

筑
摩
書
房

◆
会
　
場

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

◆
休
館
日

月
曜
日

◆
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
入
館
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

◆
観
覧
料

一
般
500
円
、学
生
（
中
・
高
・

大
）
300
円
、
65
歳
以
上
・
小
学
生
以
下
・
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

※
こ
の
記
事
を
切
り
抜
い
て
展
覧
会

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。２
人
ま
で
、一
般

入
場
料
500
円
を
400
円
に
割
り
引
き
ま
す
。

６
月
９
日
À
ま
で
開
催
中

離れていても顔を見ながら話せます

イントラ掲示板に「自分の言葉で思
いを伝えるのは楽しい」

ＰＤＡ（円内）を使って来校者にインタビュー

お詫びと訂正

秋吉敏子さん

綾戸智絵さん

トタン屋根で覆われた「高風居」

国
際
基
督
教
大
学
で

文
化
財
の
保
存
を
呼
び
か
け
た
学
生
イ
ベ
ン
ト
開
催
さ
れ
ま
し
た


